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個人情報は守られている。
７）�事務局長報告：2017年度版定款、規則が参照できる。
理事会配布物の説明。執行部委員会（執行部メン
バー間）の意見交換は、より頻繁に行われている。

８）�各部会報告（誌上報告も含めて）。カナダ、ヨーロッ
パ、インド、日本、オーストラリア、フィリピン、
中東、台湾、国際部会から報告があった。

９）�事務から、事務補助員１名（女性）が加わったと
報告があった。ICD初の役職であるDOD（Director�
of�Development）からスポンサーになる可能性
のある企業と接触できたと報告があった。

10）�事務局長交代、事務所移転について検討されてい
ることが報告された。

11）�執行部メンバーの任期延長について幾つかの提案
があり継続審議される。

12）�事務局、企画委員会、連絡委員会は共に各部会の
企画を確認し、逐次情報を公開していく。また事
務局はフェローから直接提出された企画について
webを通してまとめていく。

13）�Project�Map（企画マップ、つまり各部会やフェ
ローが行っているボランティア活動を世界地図上
に展開する、中心人物、国名、都市、連絡先）が
完成してwebに掲載されるまでは、個々のフェ

　2017年度国際理事会は平成29年11月11〜12日の２日
間早朝８時から16時30分という日程で、台湾台北市
Howard�Plaza�Hotel会議室において行われた。
　参加者は：�国際会長はじめ執行部（７名）、Speaker

（議長１名）、国際理事（25名）、オブザー
バー（９名）、ゲスト（３名）、事務局員
（２名）

４．議事：�（具体的な内容は主たるものに限って報告
する）

１）新理事紹介：カナダ１名、米国１名、香港１名
２）�財務報告：ICD財務報告を米国政府に提出した
（NPO法人として）

３）�議事録承認：（2016年度国際理事会（デンバー開
催理事会議事録、執行部委員会（５回分）議事録）

４）会長、次期会長、副会長報告
５）�財務報告：2016年度$19,667の剰余金があった。
2015年は約$18,000であった。100周年記念式典に
剰余金を回していくことが提案された。予算額が
多くなる傾向があり、注意して行きたい。2019年
度には会費を値上げする必要もある。

６）�編集長報告：ICDの連絡、郵便物は今や99%が
デジタル化されている。ICDの極めて強固な
Securityシステムにより、フェローのアドレスや
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図１　米国国際理事達と橋本国際理事 図２　尺八演奏を披露する水谷会長
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ローがどのような経過で、どのように行っている
のかを示す。

14）�100周年記念祝賀委員会：総責任者、共同責任者
（ICD会長）、次期会長、副会長、前会長、事務局
長、その他必要に応じて委員を加える。

15）�米国国際理事Dr.�Keithが次回国際理事会を
“Greater�New�York�Dental�Meeting”（ニュー
ヨーク歯学会・デンタルショー）に合わせて開催

することを提案し了承された。
16）�新役員として、副会長に日本部会千田国際理事を、
国際編集長にDr.�Dov� Sydneyが推薦され満場一
致で承認された。

17）�2019年国際理事会はMillan,� Italyで開催すること
が満場一致で決定。

18）�2020年国際理事会・100周年祝賀会は日本の名古
屋市で開催することが満場一致で決定。

19）�功 労 賞 と し て：Drs.�Donna�Brode,� James�
Conrardy,�Henry�Diversi,�Curtis� Johnsonが授与
された。またMasterをDr.�Yuh-Yan�Shaiuに授与
された。

20）最後に新役員が以下のように決定された。
　　会長：Clive�Ross
　　次期会長：Bettie�McKaig
　　副会長：千田　彰
　　財務：Richard�Smith
　　編集長：Dov�Sydney
　　議長（Speaker）：David�Thompson�

以上

図３　2018年度国際本部執行部

図５　懇親会での子供たちによる演舞

図４　�左からClive� Ross 新会長、千田彰 新副会長、
Rajesh�Chandna 前会長


